
かりや市議会だより平成25年８月 1日 第120号 （6）

問
　
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
に
つ
い
て

は
、
国
会
で
長
い
間
議
論
が
重
ね
ら

れ
て
き
た
が
、
解
禁
と
な
っ
た
背
景

や
趣
旨
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

答
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
急
速
な
普
及
に
伴
い
、

選
挙
運
動
期
間
中
に
お
け
る
、
候
補

者
に
関
す
る
情
報
の
充
実
や
有
権
者

の
政
治
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
で

あ
る
。

問
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
行
為

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
　
選
挙
運
動
期
間
に
入
る
と
、

候
補
者
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ

グ
の
更
新
等
を
行
え
な
か
っ
た
が
、

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
や
個
人
演
説
会
の
案
内
、
演
説
や

活
動
の
様
子
を
撮
影
し
た
動
画
な
ど

を
、
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
子

メ
ー
ル
等
で
提
供
可
能
と
な
る
。

問
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
率
は

約
８
割
と
言
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
が
期
待
で
き
る
が
、
有
権
者
に
は

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

答
　
候
補
者
や
政
党
な
ど
か
ら
発

信
さ
れ
た
公
約
や
政
策
な
ど
の
情
報

を
選
挙
運
動
期
間
中
も
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
有
権
者
が
関
心
を
持
っ
た
政
策

に
つ
い
て
、
自
ら
の
考
え
を
発
信
し

た
り
質
問
す
る
こ
と
に
よ
り
、
候
補

者
等
か
ら
回
答
を
得
る
こ
と
も
可
能

で
、
有
権
者
が
候
補
者
と
双
方
向
の

や
り
取
り
で
き
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

渡
辺
　
周
二
　
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

︱
候
補
者
や
政
党
と
双
方
向
の
や
り
取
り
が
可
能
と
な
る
︱

ネ
ッ
ト
選
挙
解
禁
に
よ
る
有
権
者
の
メ
リ
ッ
ト
は※条件を満たせばＯＫ

※送信先は、選挙についてのメール送信を求めた人と、政党のメールマガジンなどの
　受信者のうち、選挙運動用メールを「いらない」と発信元に伝えなかった人に限定

ウェブサイト

候補者 政 党 一般有権者

ネット選挙解禁で
できること

ＳＮＳ

電子メール

有料ネット広告

ネットで選挙運動ができる人たち

解
禁
さ
れ
る
情
報
発
信
方
法

問
　
美
術
館
の
第
２
展
示
室
は
、

最
も
小
さ
く
使
い
易
い
こ
と
で
抽
選

倍
率
が
高
い
が
、
小
団
体
の
競
争
率

を
平
準
化
す
る
た
め
に
、
第
３
展
示

室
に
間
仕
切
り
を
設
置
し
て
分
割
募

集
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
今
後
、
ほ
か
の
展
示
室
と
の

公
平
性
も
勘
案
し
な
が
ら
、
第
３
展

示
室
の
分
割
募
集
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
美
術
館
を
利
用
す
る
規
模
の

大
き
な
団
体
が
作
品
の
搬
入
・
搬
出

を
す
る
際
、
い
つ
も
駐
車
場
が
不
足

し
て
い
る
が
、
搬
入
・
搬
出
を
休
館

日
で
あ
る
月
曜
日
に
で
き
な
い
か
。

答
　
月
曜
日
は
、
定
期
清
掃
や
施

設
修
繕
、
美
術
館
企
画
展
の
展
示
・

撤
去
作
業
等
を
行
う
た
め
、
貸
館
と

し
て
の
利
用
者
の
搬
入
・
搬
出
は
行

え
な
い
が
、
今
後
も
隣
接
す
る
中
央

図
書
館
の
駐
車
場
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
。

問
　「
芸
術
家
の
作
品
を
鑑
賞
す

る
機
会
の
提
供
と
、
市
民
の
作
品
を

発
表
す
る
機
会
の
提
供
の
、
双
方
の

問
　
第
３
次
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
拡
大
市
街
地
の

新
た
な
地
区
と
し
て
鉄
塔
跡
地
周
辺

地
域
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
依

佐
美
送
信
所
跡
地
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

が
で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。
鉄
塔
跡

地
周
辺
地
域
に
お
け
る
拡
大
市
街
地

の
計
画
に
影
響
は
な
い
の
か
。

答
　
拡
大
市
街
地
へ
の
影
響
は
な

い
も
の
と
考
え
て
お
り
、
今
回
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
太
陽
光
発
電
設
備
の

実
証
実
験
と
し
て
建
設
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
の
で
、
市
街
化
区
域
編
入

の
際
に
は
改
め
て
協
議
し
て
い
く
。

問
　
国
内
の
幾
つ
か
の
地
域
で
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
み
、

発
電
施
設
と
需
要
側
の
双
方
向
で
管

理
す
る
よ
う
な
、
電
力
の
新
し
い
系

統
制
御
を
行
っ
て
い
く
仕
組
み
を
構

築
し
た
ス
マ
ー
ト
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
へ
の
取

り
組
み
が
あ
る
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を

活
用
し
、
鉄
塔
跡
地
周
辺
地
域
を
ス

マ
ー
ト
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
と
す
る
よ
う
な
考

え
は
あ
る
の
か
。

答
　
ス
マ
ー
ト
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
は
、
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社
会
シ
ス
テ
ム

実
証
地
域
と
し
て
横
浜
市
、
豊
田
市
、

京
都
府
、
北
九
州
市
の
４
地
域
で
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
鉄
塔
跡

地
周
辺
地
域
の
ス
マ
ー
ト
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

化
に
つ
い
て
現
在
検
討
を
行
っ
て
い

な
い
が
、
拡
大
市
街
地
の
調
査
を
進

め
て
い
く
中
で
、
今
後
調
査
研
究
を

し
て
い
き
た
い
。

問
　
刈
谷
市
内
の
小
中
学
校
の
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
の
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
市
内
に
５
校
あ
り
、
小
垣
江

小
と
双
葉
小
に
は
バ
ル
ク
タ
ン
ク
、

富
士
松
北
小
、
刈
谷
東
中
、
富
士
松

中
に
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
設
置
し
て
い
る
。

問
　
バ
ル
ク
タ
ン
ク
の
設
置
に
関

し
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
団
体
と
交
渉
す

る
こ
と
に
よ
り
、
費
用
の
調
整
や
災

害
時
の
協
定
を
結
ぶ
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
災
害
時
の
協
定
に
つ
い
て
は
、

刈
谷
ガ
ス
協
同
組
合
に
申
し
入
れ
し

た
が
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
容
器
の
備
蓄
が

少
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
協
定

の
締
結
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問
　
双
葉
小
の
バ
ル
ク
タ
ン
ク
に
、

外
部
の
取
り
出
し
口
を
つ
け
る
こ
と

に
よ
り
「
災
害
用
バ
ル
ク
タ
ン
ク
」

に
変
更
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
屋
外
で
の
炊
き
出
し
は
、
風

に
よ
る
立
消
え
や
接
続
不
備
に
よ
る

ガ
ス
漏
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。
地
域
防

災
計
画
で
は
第
１
、
第
２
給
食
セ
ン

タ
ー
を
炊
き
出
し
施
設
と
し
て
お
り
、

や
む
を
得
ず
避
難
所
で
炊
き
出
し
す

る
場
合
は
家
庭
科
室
の
調
理
器
具
な

ど
を
活
用
す
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問
　
富
士
松
中
に
災
害
用
バ
ル
ク

タ
ン
ク
を
設
置
し
、
災
害
に
強
い
モ

デ
ル
校
と
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
改
修
工
事
費
等
費
用
が
か
か

る
た
め
難
し
い
。
損
傷
が
な
け
れ
ば

既
存
の
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ
で
災
害
時

も
対
応
可
能
と
考
え
て
い
る
。

問
　
風
疹
が
全
国
で
大
き
く
流
行

し
、
妊
婦
が
感
染
す
る
と
胎
児
に
影

響
を
及
ぼ
す
先
天
性
風
疹
症
候
群
が

懸
念
さ
れ
る
。
県
や
安
城
市
で
は
予

防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

く
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
　
本
市
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
。
助
成
額
は
本

人
負
担
額
の
う
ち
５
千
円
を
上
限
と

し
、
期
間
は
本
年
６
月
１
日
か
ら
来

年
の
３
月
31
日
ま
で
、
受
付
は
７
月

１
日
か
ら
開
始
で
あ
る
。

問
　
ど
の
よ
う
な
手
続
が
必
要
か
。

答
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
用
意
し
て

あ
る
申
請
書
に
予
防
接
種
の
領
収
書

を
添
え
て
申
請
す
る
と
、
口
座
に
振

込
ま
れ
る
。
６
月
１
日
以
降
に
既
に

接
種
を
受
け
た
方
も
同
様
で
あ
る
。

問
　
刈
谷
市
と
し
て
市
民
に
配
慮

し
た
点
は
あ
る
か
。

答
　
県
の
助
成
対
象
は
、
妊
娠
を

予
定
・
希
望
し
て
い
る
女
性
と
そ
の

夫
だ
が
、
本
市
は
妊
娠
中
の
女
性
の

夫
も
対
象
で
あ
る
。
ま
た
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
に
は
助
成
の
上
限
を
１

万
円
に
す
る
な
ど
、
低
所
得
者
に
も

配
慮
し
て
い
る
。

問
　
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
深
刻
な
影
響

を
認
識
す
る
た
め
に
も
行
政
は
注
意

喚
起
を
進
め
て
ほ
し
い
が
、
対
象
者

や
予
算
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　
対
象
者
は
約
千
二
百
人
、
助

成
額
の
総
額
は
六
百
万
円
程
で
あ
り
、

既
存
の
予
算
の
中
で
対
応
し
て
い
く
。

白
土
　
美
恵
子
　
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

︱
６
月
１
日
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
︱

先
天
性
風
疹
症
候
群
に
対
す
る
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
刈
谷
市
都
市
交
通
戦
略
に
お

い
て
、
刈
谷
駅
周
辺
の
交
通
関
連
施

策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
平
成
23
年
に
南
北
連
絡
道
路

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
営

相
生
駐
車
場
か
ら
県
道
知
立
東
浦
線

を
経
て
デ
ン
ソ
ー
本
社
南
側
へ
通
じ

る
道
路
の
交
通
需
要
が
増
加
し
て
い

る
た
め
、
相
生
町
交
差
点
に
あ
る
信

号
を
、
現
在
信
号
の
な
い
東
側
の
交

差
点
へ
移
設
す
る
計
画
で
あ
る
。

問
　
信
号
交
差
点
が
移
設
さ
れ
れ

ば
、
広
範
囲
に
わ
た
り
交
通
の
流
れ

に
影
響
が
及
ぶ
と
思
わ
れ
る
が
、
刈

谷
駅
北
口
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ

う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

答
　
刈
谷
駅
か
ら
相
生
町
交
差
点

ま
で
の
自
動
車
交
通
量
の
減
少
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
例
え
ば
そ
の
道
路

を
一
方
通
行
に
し
て
車
線
数
を
減
ら

し
歩
道
を
広
げ
る
こ
と
で
、
人
々
が

交
流
で
き
る
空
間
を
創
出
す
る
な
ど
、

安
全
で
快
適
な
交
通
形
態
と
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

問
　
検
討
は
、
ど
の
よ
う
な
組
織

で
い
つ
頃
か
ら
行
う
の
か
。

答
　
地
域
の
方
々
と
と
も
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

ず
は
現
状
の
利
用
実
態
を
調
査
し
、

調
査
結
果
を
ま
と
め
た
後
、
９
月
以

降
に
地
域
住
民
や
地
元
商
店
街
、
周

辺
企
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
か
ら
な

る
組
織
を
立
ち
上
げ
、
検
討
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

神
谷
　
昌
宏
　
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

︱
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
検
討
し
て
い
く
︱

交
差
点
移
設
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
駅
北
口
周
辺
に
賑
わ
い
を

新
海
　
真
規
　
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

︱
公
平
性
と
効
率
性
を
重
視
し
た
利
用
機
会
の
提
供
に
努
め
る
︱

市
民
に
愛
さ
れ
る
美
術
館
を
目
指
し
、
一
層
の
利
便
性
向
上
を

鈴
木
　
絹
男
　
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

︱
拡
大
市
街
地
の
調
査
を
進
め
、
今
後
調
査
研
究
を
し
て
い
く
︱

鉄
塔
跡
地
周
辺
地
域
に
ス
マ
ー
ト
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
の
建
設
を

上
田
　
昌
哉
　
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

︱
費
用
や
安
全
面
か
ら
、
炊
き
出
し
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
行
う
︱

災
害
時
に
、
学
校
に
設
置
し
て
あ
る
プ
ロ
パ
ン
設
備
の
活
用
を

バ
ラ
ン
ス
を
適
切
に
配
分
す
る
こ
と

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
」
と
い
う
市

民
か
ら
の
指
摘
に
対
し
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
美
術
館
の
展
示
室
は
、
企
画

展
や
所
蔵
品
展
と
し
て
の
利
用
と
、

貸
館
と
し
て
の
利
用
が
約
半
分
ず
つ

と
な
る
よ
う
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

立
て
て
い
る
が
、
今
後
も
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

風しんワクチンの費用を助成

開館30年を迎えた美術館
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議会改革に取り組んでいます。
　刈谷市議会では、市民に信頼される議会・開かれた議会を目指して、日々取り組んでいますが、その一つとして、議会運営委員会
において「議会運営等における検討課題」と題し、各会派から意見を出し合い、さまざまな検討をしています。
　今後も市民意識の高揚や首長による行政改革に対応すべく、議会の充実・活性化を図ります。

●一般質問に一問一答方式を導入（平成21年３月定例会より）
　傍聴者にわかりやすい議会を目指し、従来の複数の項目をまとめ
て質問し、まとめて答弁をする「一括質問一括答弁方式」に加え、
それぞれの項目ごとに質問・答弁を繰り返す「一問一答方式」を導
入しました。現在は一問一答方式が主となり、市民のみなさんから
「わかりやすくなった」との評価を得ています。

●議長交際費の執行状況のホームページ公開（平成2₀年４月より公開）
　議長が市議会を代表して、対外的な活動をする際に支出すること
が認められている議長交際費の執行状況を、月別にホームページ上
で公開しています。（「刈谷市議会」で検索してください）

●政務活動費の支出状況のホームページ公開（平成24年７月より公開）
　議員が調査研究等を行うための費用である政務活動費について、
使途の透明性を図るため、会派別の支出状況を、年度別にホーム
ページ上で公開しています。

●中学生が議会に（平成2₃年度より）
　市議会を身近に感じてもらうため、毎年、市内の中学３年生全員を対象とした
「地方自治制度学習」を本会議場で実施しています。
　今年度は11月に実施予定です。
●議会基本条例検討特別委員会を設置（平成2₃年12月定例会にて）
　市民に開かれた議会の推進を図るために、議会の最高規範となる「議会基
本条例」の制定へむけ、平成23年12月に委員会を設置しました。現在は素案
が完成し、市民のみなさんから意見募集を行うなど、条例制定へ向けた最終
調整を行っています。
●議案への全議員の賛否を公表（平成25年６月定例会分より）
　賛否が分かれた議案について、市議会だよりと市議会のホームページで全
議員の賛否を公表しています。

これまでの取り組み

政務活動費
　これまでは「政務調査費」という
名称でしたが、法律と条例が改正さ
れ、平成25年度から「政務活動費」
に名称が変更されました。
　１人あたり年額２２万５,０００
円が交付され、残額があった場合に
は市へ返納されます。
　政務活動費は、議員が調査研究活
動などを実施したり、資質の向上を
図るために欠かせない費用であると
ともに、支出の透明性が求められて
います。
　刈谷市議会では、１円単位で領収
書を保管し、支出状況をホームペー
ジで公開するなど、透明性の確保に
努めています。

～議会豆知識～議会を傍聴してみませんか。
　市議会の定例会は、３・６・９・12月の年４回開催されています。
　市議会では、市民の皆さんの生活に直結した重要な問題が審議されています。市民の皆さんが選んだ議員の
活動状況や、市政の内容を知るためにも、ぜひ傍聴にお越しください。

〈傍聴手続き〉
　傍聴を希望される方は、当日各受付までお越しください。持ち物は特に必要ありませんので、住所・氏
名・年齢を記載し、傍聴券を受け取りのうえ入場してください。
　本会議：市役所10階、傍聴受付（60席＋車椅子用スペース２席）
　委員会：市役所９階、議会事務局受付（15席（車椅子可））
※詳しくは議会事務局（TEL62︲1032　FAX25︲1111）までお問い合
わせください。
○託児を希望される方へ
　傍聴の際、臨時保育室「カンガルールーム」をご利用できます。
　傍聴希望日の３日前までに議会事務局までご連絡ください。
○手話通訳を希望される方へ
　傍聴の際、手話通訳者派遣制度をご利用できます。傍聴希望日の
１週間前までに障害福祉課（TEL62︲1208　FAX24︲2466）までご
相談ください。 市役所８階にあるカンガルールーム

政務活動費の支出状況

議長席から見た
本会議場

委員会室の様子


